
�������
����

�������
����


��
	�

��������
�����

��������������
�� 	�

���­���������

�����������

���������������
����
����
	������
������������ �
­­���­�����

�������
���������¡¢£¤¡¥¦	�
出生届の手続き

【期限】 出生日を含め14日以内
あなたのかわいい赤ちゃんを戸籍に入れて、新しい家族の
住民票をつくります。 ※詳しいお問い合わせは各市町村まで

健康保険加入の手続き
【期限】 出生日を含め14日以内
大切な赤ちゃんの健康保険加入の手続きです。
※詳しいお問い合わせは勤務先、市町村の国保担当窓口などへ

出産育児一時金の手続き
【期限】 出産した翌日から２年
出産の経済的負担を軽減するために支給されます。
※詳しいお問い合わせは勤務先、全国健康保険協会（協会けんぽ）、
　加入の健康保険組合、市町村の国保担当窓口などへ

出産手当金の手続き
【期限】 出産のために会社を休んだ日の
　　　 翌日から２年以内
産休中の収入減の経済的負担を軽減するために支給
されます。出産前、母が就労しており、産休中会社から
給料が出ない方が対象です。

子どもに係る医療費を助成する制度です。
最初に子ども医療費の受給資格者証の交付申請が
必要となります。

※詳しいお問い合わせは勤務先、市町村の国保担当窓口などへ

子ども医療費助成の手続き
【期限】 赤ちゃんの健康保険加入後、すみやかに 

※詳しいお問合せは各市町村まで

児童手当の手続き
【期限】 出生してから15日以内
児童を養育している人に支給される手当です。
※詳しいお問い合わせは各市町村まで

高額療養費の手続き
【期限】 診療月の翌月から2年以内
切迫早産や帝王切開などで保険対象となる医療費が
1ヶ月間に一定額を超える場合、対象となります。
※詳しいお問い合わせは勤務先、全国健康保険協会（協会けんぽ）、
　加入の健康保険組合、市町村の国保担当窓口などへ
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子育てに関する不安や
子ども自身の悩みに関する電話相談

【相談時間】平日9：00～22：00
土・日・祝日及び年末年始（12月29日～1月3日）は休み
TEL：099-275-4152

子ども・家庭110番

鹿児島県発達障害者支援センター
子どもの心身の発達に関する相談

【相談時間】平日8：30～17：00
土・日・祝日及び年末年始（12月29日～1月3日）は休み
TEL：099-264-3720

子育てや親子関係の悩みについてのSNS相談
親子のための相談LINE
【相談時間】平日9：00～22：00
土・日・祝日及び年末年始（12月29日～1月3日）は休み
※「親子のための相談LINE」を友達追加してください。

育児休業などに関する相談

【相談時間】平日8：30~17：15（土・日・祝日は休み）
TEL：099-223-8239

鹿児島労働局 雇用均等室

子どもの急な病気、けがなどに関する相談

【相談時間】平日・土曜 19：00～翌朝 8：00
日・祝・年末年始 8：00～翌朝8：00
TEL：#8000 または TEL：099-254-1186

小児救急電話相談（#8000）

TEL：099-210-7559 （県助産師会）

妊娠・出産・子育てなどの
女性の悩みに関する相談

【相談時間】県助産師会 火・木・土・日 10：00～18：00
県内各保健所 月～金 8：30～17：00

鹿児島県女性健康支援センター
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生徒数1,000人超えの
発酵教室をよかどで開催！
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日 程

会 場

定 員

参加費

その他

令和7年11月9日（日）13：00～16：00 

よかど鹿児島 1F・2F（鹿児島市金生町6-6、鹿児島銀行本店ビル） 

200名（会場100名・オンライン100名） ※要予約・先着順

無料 

無料託児所も設置して開催

×Ø½
Ù�ÚÛÜÝÞßÜ���àá
���âãÎäÐ������Îå��æç�
èéêë°ì»�íîï�ßÞ�ðñµ��
ò�Ðßó�ôñµ�
�ôñµ�õìö÷Û�ßøùúûêüý�
ðñµ����þÿÎ��Þ�Ðß�
ó~�}|Î�{[��\�µ�]��Ð^�Ô

主催 鹿児島県 企画運営 株式会社 総広
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※本事業は、鹿児島県の「男性の家事・育児参画促進事業」を株式会社総広に委託して実施したものです。
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鹿児島大学 医学部保健学科
看護学専攻 成育看護学講座

鹿児島大学医学部保健学科で、小児保健分
野の予防医学を専門とする。HTLV-1母子
感染対策、若者へのプレコンセプション教
育、子どもの死亡を減らすためのCDR制度
を中心に研究・教育活動を行う。

MBC南日本放送でレポーターとし
て活躍。イベント司会や釣り教室
の講師も務める。釣り好きとして知
られ、Instagramでは釣果などを
公開。
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MBCタレント / １児のママ
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4 56�78,
KTSタレント

9ABC�C,
タレント

DE¥Fþ,
かごんまパパサークル代表 

G�±,G�±,
MC、タレント、モデル、ラジオDJとして幅広く活躍。朝のラジオ
番組『ONE MORNING』（TOKYO FM/JFN 全国38局ネット）
のメインパーソナリティや、情報番組「ゴゴスマ」（CBC テレビ／
TBS 系列局）でレギュラー出演するなど、メディア出演多数。
４児の父として育児にも奮闘中。
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ME¥N,
フリーアナウンサー／
バルーンアーティスト

出
演
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鹿児島県出身。KTS鹿児島テレ
ビ/タレント・リポーター。バルー
ンアート歴15年。バルーンショー
をはじめ、イベント・式典やブラ
イダルMCなど幅広く活躍。
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産後のママが最もつらいと感じる時期はいつでしょうか。ア
ンケート結果によると、多くの方が「生後2週間から1か月
頃」と答えています。退院後、次に医療機関と関われる1か月
健診までの期間が特につらいと感じる方が多い、と話しま
す。つらさの原因として多く挙げられているのが「睡眠不足
による疲労感」「夜泣き」「自分の時間が取れない」「体調
不良」「子どもの健康への不安」など。睡眠不足は心と体に
大きな影響を与え、判断力の低下や気分の落ち込みを引き
起こすといいます。そのため赤ちゃんのお世話を分担して、
お母さんがしっかり睡眠を取ることが重要で、特に産後2～3
週間頃に積極的なサポートが必要との言葉がありました。

pq­­r�%��sCt��uv�a�w�gd��
僕の個人的な印象なんですけど、マルチタスクが得意な女性に比べて、男性は一つのことに集中
するタイプが多いんじゃないでしょうか。だから「これだけはお願い」って、1つのことを具体的に
頼まれたら、僕は全集中でやりきります（笑）。そして、はじめに頼んだことを完璧にできるよう
になった頃に、「追加でこれもお願い」って頼んでみるといいんじゃないかなって思います。
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産後の心の不調は、ママだけでなくパパにも起こるといいま
す。夫婦で協力して休息の時間を確保することが大切で、夫
婦で無理に抱え込まず社会資源も活用していただきたい、と
話します。「産後ケア制度」は、鹿児島県では全市町村で制
度が整備されているので、ぜひ積極的に利用していただきた
い、とアドバイスがありました。

���æ�â`���gmì��
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また、赤ちゃんには生後1～2か月頃に「泣きのピーク」と呼ば
れる時期があることが分かっている、といいます。どんな対応
をしても泣き止まない時期で、生後5か月頃には落ち着いてく
るとのこと。赤ちゃんが泣き止まないのは、ママやパパのせい
でなく、この時期にそうした傾向があることを知っておくだけ

�����×� ���Èá���w
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赤ちゃんを泣き止まそうと揺さぶってしまうケースがあります
が、これは非常に危険。赤ちゃんの脳は1秒間に3回の速さで
2秒間、たった6回揺さぶるだけで脳の血管が破れてしまうこ
とがあるといいます。硬膜下出血など命に関わる事態を引き
起こし、泣き止んだように見えても、それは気絶状態かもしれ
ません。赤ちゃんが泣き止まないときは、安全な場所に寝かせ
て、様子を見ることも大切。泣き声を聞くのがつらければ、イヤ
ホンで音楽を聴きながら見守って、とアドバイスがありました。

で、気持ちが楽になることがある、と教えてくれました。

������d������
� ����� �ä
�

妊娠中に増えるエストロゲンは、気持ちの安定に関わるホ
ルモンですが、出産後に急激に減少するため、心のバランス
が崩れることがあります。また、甲状腺の異常も起こりやす
く、気分の落ち込みや無気力の原因になるといいます。「産
後だから仕方ない」で済ませずに医療機関に相談を。ホル
モンの薬を服用することで、症状がすっと軽くなるケースも
多くあります、と教えてくれました。
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お伝えしたいのは、乳児を育てている時期に「つらい」と感
じるのは、決してあなただけではないということ。赤ちゃん
が泣き止まないことに悩むのも、みんな同じ。だからこそ、一
人で抱え込まず、周囲と助け合いながら子育てをしていきま
しょう、という温かいメッセージで締めくくられました。

÷Ü���Ìúgm�����
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うちは子どもが4人いて、長男は22歳、長女11歳、次女10歳、そし
て末っ子の次男が2歳10か月です。長男は妻の連れ子で、僕に
とっては初めての育児が長女の誕生でした。翌年には年子で次
女が生まれ、ちょっと間があいて次男も加わり、まぁにぎやかな
家庭ですよ。家事は妻がメインでやってくれていますけど、僕も
仕事から帰ったら育児に参加します。末っ子の寝かしつけは僕
の担当。家事分担というより、夫婦で自然に役割ができている感
じ。男だからとか女だからとか関係なく、夫婦でどう決めるか、そ
れだけです。うちの妻は子どもと一緒にいたいと言ったから、じゃ
あ僕が働くよって。仕事は何でもいいんです。大事なのは、子ども
たちとの時間をつくること。子どもの将来も、人を傷つけないで、
健康でいてくれたらそれでいい。娘たちがひどい言葉で言い合
いをしているときは止めますけど（笑）、基本は見守っています。

Î�êÛ�hi���h�Ø½�\�Æ

僕、朝のラジオ番組があるので3時半に起きるんです。早朝に
家を出るので子どもたちの朝の顔は5年くらい見られていない
んです。でも、休みの日は家族にとって大イベント。「朝、パパ
がいる＝どこか行ける！」ってなるんですよね。突然の休みに
ディズニーランドへ行くとか。子どもたちからは“レアキャラ”
扱いされてます（笑）。長男はもう大人なので手がかからない
ですが、長女はスポーツ大好きなのでキャッチボールを一緒
に、次女は芸術系でプラモデル作り、末っ子はまだ言葉はた
どたどしいけど、こちらの言うことは理解してくれるので、それ

À�e���y��
��I�²���Ðwj»ì

長女が生まれたとき、心配したのは長男の気持ちでした。「マ
マを赤ちゃんに取られた」って思ってほしくなくて。産後退院
の日に赤ちゃんを抱っこして帰宅する担当は僕にして、妻には
長男を抱きしめてもらいました。次女が生まれてからの年子
の育児は本当に大変でしたね。睡眠不足で記憶がないくらい
でしたけど、妻は経験者なので頼りになりました。ミルクの作
り方も授乳のタイミングも、全部教えてくれて。僕は仕事して
帰ってきたら、はい育児！って感じで、4年くらいはずっと眠
かったです（笑）。でも、乗り越えたことで自信もつきました。

ぞれの個性に合わせて、僕なりに全力で関わっています。

Ø½���e�ë°��� Ç�Èì
­����Ðß

僕が大事にしているのは、子どもとのコミュニケーション。仕事
で家を空ける時間が多いからこそ、会えたときはしっかり向き合
いたいんです。我が家の部屋数が原因で長女と次女がけんか
になった夜があり、それぞれの言い分を聞いて解決法を探した
ことも。家族って、ほかのご家庭と比べてもキリがないんですよ
ね。うちの家族は、世界にひとつだけ。正解も不正解もなくて、
それぞれの形があっていいと思います。子どもたちは、あっとい
う間に大きくなってしまう。だから、日 し々っかりとコミュニケー
ションをとることが大切ですよね。一瞬一瞬が過ぎ去っていっ
てしまうからこそ、見逃さずに向き合っていけたらと思います。

hi���Îþ÷gm�
������� í���

�½��ú�����Ã������:/.ã-d�ÎtOP�ßg �Ðß���Î���;��ì���
C���æç�èéÎ÷�w�ë°ì���ßÞ��¸��<�ñ�a�w�ßg�����¬����Ðß�

���­
�����
����

����Àd��Øw��Ü��TUIìe���X�d¡w��\�ñµ�G�±,��¢�Ð�ÀØw�£
�w��ß��ê�hi��� í�vÎ÷�w¤�w�ßg �Ðß�

���­
�����
����

ね ろ め

03 04



µ�È1´ÉÊñ¸�º��¼¸½º��

×���2Û�­­�<3�µá
������

%$¥#",! 0

G�±,

4 56�78,

9ABC�C,

DE¥Fþ,

Ø½ì��� �­­�<3�µì
2Û�ß��

ë°�S¥¦K³�ÉÊñì
æ�mw�����à

G�±�僕は、その場その場で「みんなが楽しい」って思え
る選択をしていけたら、それが一番だと思っています。

6�78�僕のモットーは「いつも心にユーモアを」。いろ
んなことがあっても、笑っていられる家庭でありたいです
ね。娘が大きくなって、「うちの家族って楽しかったな」って
思ってくれたら嬉しいです。

9AB�うちは夫婦で年齢差があるので、将来的に介護の
こととかも考えます。だからこそ、私が元気で働けるように、
倒れないように、周りに頼りながらやっていきたい。子ども
が楽しく過ごせることが一番。そのためにも、私自身がしっ
かりしていないとって思ってます。

DE�子どもたちが「この家でよかったな」って思ってくれる
こと、それが一番の理想です。そして、大人になったときに
「自分もこんな家庭を築きたい」って思ってもらえたら、もう
言うことないですね。家族で共通の趣味を楽しめる時間を
大切にしていきたいです。

§¨�h©�ª«¬�à

9AB�私自身、初めての子育てで本当に四苦八苦しまし
た。だからこそ、「助けて」って言える関係性を普段からつ
くっておくことが大事だと思っています。母や友人、周囲の人
たちに頼れるようにしておくと、いざというときに心が軽くな
りますよね。今日の話を聞いても、夫婦間でギャップってあ
るなと実感したので、しっかり話し合う時間を持つことも大
切だと思います。

6�78�子育てって、パパ・ママだけでやるものじゃない
と思うんです。親や友達、地域の人たち、いろんな人の“総力
戦”で乗り切っていけたらいいなと。楽しく生きていくことが
一番。完璧じゃなくていいし、笑っていられることが大事だ
と思います。

DE�「かごんまパパサークル」は無料で参加できる団体で
す。孤立しないことが何より大切。いろんな家庭の話を聞く
ことで、「これならうちでもできそう」ってヒントが見つかる
と思います。ぜひ気軽に参加して、つながりを持ってもらえ
たら嬉しいです。

G�±�今日改めて思ったのは、「同じ家族はどこにもいな
い」ということ。隣の家庭を見て「あそこはいいな」って思う
こともあるけど、うちの家族は世界にひとつだけ。いいとこ
ろは取り入れつつ、うちの子たちに「僕たちに育てられて幸
せだ」って思ってもらえるように、日々を大切にしていきたい
ですね。

­­®���Ë�­­®Ë���r�
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6�78�家事はやってますよ。51歳で結婚しまして一人暮
らしが長かったので、掃除も料理も慣れています。家事の割
合は7:3で僕。トイレ掃除もゴミ捨ても、ほぼ僕。でも、妻が
気づいたときにやってくれることもあるので、夫婦で折り合
いがついていれば、それでいいと思っています。

9AB�家事のほとんどを夫にやってもらっています。分担
という意味では、夫婦でスケジュールアプリを活用してロケ
の予定などを共有して、どちらが保育園のお迎えに行くか
などを事前に確認し合って、家庭がうまくまわるように工夫
していますね。

DE�僕はシングルファザーの期間が7～8年あったので、
家事は“やるしかない”って感じでしたね。それと、パパサー
クルを運営していて、週1回子どもと一緒に集まって、ママに
ひとり時間を作る活動もしています。パパ友って意外と作り
づらいんですよね。

G�±�僕はパパ友っていないんですよねぇ。仕事で会う人
はいるけど、ご飯に誘うとかはないです。家事は…ゴミ出し
は完璧にやってますよ。朝3:30に起きて、まずゴミ出し。子ど

も4人と犬2が匹いるから、ゴミの量がすごくて。子どものお
風呂も僕が担当です。妻の負担を減らすために、できること
はやるって決めてます。

6�78�うちもできる方がやるというスタンスなので、僕
が料理しますが、妻の鍋料理には驚きましたね。豆腐のパッ
クごと煮込んでて、「えー!?」って（笑）。でも、笑い話にできる
し、ネタには困らないです。

9AB�料理が苦手なんです（笑）

G�±�豆腐をパックごと煮ちゃうって、びっくりだけど、そ
れを笑い話にできる関係性っていいですよね。

DE�うちも、できる方ができるときにやる、それが基本で
す。料理は僕もするので、妻が作ってくれたら後片付けは僕
とかですね。でも妻に「なんですぐ洗わないの？」とか言わ
れちゃうこともあって、そこは反省です。

G�±�うちは料理は妻が作ってくれるんですけど、やって
くれて当たり前にならないように、「ありがとう」「おいしかっ
た」って伝えるようにしてます。
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d���Ðw�½�¸G�±d��¹º�µ�È1´ÉÊñÎ��d�»����¼���±ìÀØwÎ� í
�­V½�µ�¾�OPÐ��¡¿¡�½IÆ�À��¤�w�¡�Ðß�

���­
�����
����

G�±�うちは娘が年子で、小さいときは娘たちが夜中に
交互に起きるんですよ。23時、1時、3時…って。だから1日交
代制にしました。「今日は僕、明日は妻」って。ある日どうして
もしんどくて、寝てる妻に「今日だけ代わって」ってお願いし
たら、「今日はあなたの日でしょうが！」ってピシャリ（笑）。
後から、妻は自分がしんどいとき僕を起こさずに頑張ってた
んだな、ということに気づいて、感謝の気持ちが湧いてきま
したね。夜中に泣きわめく子を前に、「自分も母乳が出れば
いいのに…」って本気で思ったこともあります。

DE�僕、夜は一切起きないんですよ。子どもが泣こうがわ
めこうが、起きられない。だから最初に妻に謝りました。「夜
は無理。でも昼は頑張るから」って。妻からは「はぁ？」って
言われましたけど（笑）。

6�78�僕も夜は本当に起きられなくて。さきほど家事
は7:3で僕と言いましたけど、育児はかなり妻が担当してくれ
て。だから育児については10:0に近かったかも。

9AB�10:0ってことはなかったですよ（笑）。娘の哺乳瓶
拒否があったので、夜間授乳は私の担当でした。その分、朝
はゆっくり寝かせてもらってましたね。1歳で職場に完全復
帰したかったので、泊まりの仕事も含めて、夫が「いいよ」っ
て言ってくれたのは本当にありがたかったです。

G�±�うちは両親やシッターさんにお願いして、夫婦で食
事に行きます。子どもたちにパパとママが仲良しな姿を見せ
るのって、すごく意味があると思うんです。僕はアメリカ生ま
れでハグ文化で育ちましたから、子どもの前でも妻にハグし
ます。子どもは「またパパがやってる」って顔しますけど
（笑）、それも含めて、子どもには親が仲良しな記憶を覚えて
いてほしいなと思います。

9AB�夫婦でランチに行ったり出かけたり、そういう時間
があると気持ちも楽になります。でも子どもの話ばかりにな
りがち。だからこそ、仕事の話とか夫婦のことを話す時間
を、意識して作りたいと思っています。

6�78�僕は玄関で出かけるときのスキンシップを大事
にしてるんですけど、妻の両親の前で娘が「今日はチュって
しないの？」って言ったときは焦りましたね（笑）。

DE�うちは夫婦共通の趣味が、魚釣り。実家が近いので
息子を両親に預けて、夫婦で釣りに行くことがあります。記
念日には食事にも行きますし、そういう時間があると、夫婦
の絆も深まると思います。
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ÁÂÃ妻と子どもが心身ともに健康で元気に過ごせている
と実感できたとき、夫婦一緒に育児ができて本当に良かっ
たと思いました。産後は体調もメンタルも不安定になりがち
ですが、一緒に過ごすことで負担を少しでも減らせたことが
本当に良かったと感じています。産後に無理をすると長く不
調が続くとも聞いていたので、その点を防げたことも大きな
安心につながりました。
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ÁÂÃ育休を経ての復職後は、家族の健康と日常を守るこ
とが仕事のパフォーマンスにも直結するということも実感し
ています。今後は、仕事だけではなく家庭にも十分な時間を
確保できるよう、働き方を見直していきたいです。
約1か月間、仕事から離れて育児に専念したことで、視野が
広がり生活全体を見渡すことができるようになりましたね。
それまでは「仕事100％」の意識が強かったのですが、「仕事
と家庭をバランスよく両立させる」ことの大切さを実感しま
した。また、子育ては「手伝う」ものではなく、夫婦で一緒に
取り組むものだという意識がより一層強まりました。

hi��Ä�À��Æ����
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ÈÉÃ彼は非常に責任感のある行員ですので、育休中は職
場からの連絡を控えるようにしていました。ただ、彼の方か
ら時々LINEで育児の様子の写真を送ってくれて、ほほえま
しく拝見していました。復職前には、仕事の状況が気になっ
て不安もあるだろうと思い、3日ほど前にこちらから連絡を
取りました。進捗状況を伝えるとともに、職場のみんなが彼
の復職を楽しみにしていることもお伝えしました。
引継書についても、彼が復職する際に業務の流れを把握し
やすいよう、チームで対応内容を詳しく追記しておきました。
私自身も内容をしっかり確認しておき、彼がスムーズに仕事
を引き継げるよう、対話を大切にしながらサポートすることを
心がけました。

ÁÂÃ妻の両親が早くに亡くなっており里帰りが難しかった
こと、また私の母も体調が優れず育児を頼れる環境ではな
かったことから、育児休業の取得を決めました。産後ケア施
設の利用も検討しましたが、妻の産後のメンタル面をより丁
寧に支えるには、自宅で落ち着いて育児ができる環境の方
が良いと判断しました。
上司からは「今しかできない貴重な経験だから」と温かく背
中を押していただきました。業務の調整も周囲の方々が協力
してくださり、スムーズに引き継ぐことができたので、安心し
て育休に入ることができました。
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ÈÉÃ当行では育休取得を積極的に推奨していますので、
堂福さんから相談があったときも、「もちろん取得して」と自然
に受け止めることができました。ただ、期間が1か月と聞いたと
きは、正直少しドキッとしました。彼は重要な業務を担ってい
たので、業務のマネジメントをどうするか、一瞬考えましたね。
でも冷静に考えると、堂福さん自身が家族のことを大切にし

ÍªÎ�Ðwhi«��ÏÐ��ÑÐ

ÈÉÃ堂福さんはチーム内で重要な業務を多く担っていた
ため、他の行員も「堂福さんが担っていた業務を、誰が引き
継ぐのか」と不安に感じるだろうと思いました。そこでまず、
彼が不在となる期間にどうしても対応が必要な業務を整理
し、チームで進め方を議論しました。その内容を文書化し、
私が役割分担を決めて振り分けました。
もちろん私自身も全面的にサポートする姿勢を明確にし、み
んなで「不安なくやっていこう」と確認し合うことで、安心し
て業務に取り組めるよう配慮しました。チーム全員が日頃か
ら家族を大切にしており、堂福さんへの信頼も厚かったの
で、自然と「彼の育休を応援しよう」という空気になってい
たと思います。

つつ、仕事のこともきちんと考えたうえで相談してくれたのだ
と感じ、「それはいいことだと思うよ」と後押ししました。
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ÁÂÃ産後は健診や手続きなど外出の機会が多く、もし育
休をとらずサポートする人がいなければ、妻ひとりで対応す
るのは相当な負担になっていたと思うので、育休を取得でき
たことに大変感謝しています。
育児のうち授乳やオムツ替えは主に妻が担当し、私は家事
と当時2歳だった上の子の対応を中心に分担しました。具体
的には、洗濯、掃除、食事づくり、上の子の遊び相手、沐浴な
どを私が担いました。特に食事づくりでは、「品数を多めに」
「栄養と楽しさの両立」を意識し、食事を通じて妻の体力・
気持ちの回復をサポートできるよう心がけました。
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ÈÉÃ復職日には、チーム全員でミーティングを行い、まず
は彼から育児のエピソードを話してもらいました。チーム全
体がほっこりとした気持ちになり、まるで私たちも一緒に
1か月間育児を体験したような、そんな満足感を感じたこと
を覚えています。仕事の面でも、彼の不在中にチーム全員で
協力して業務をやり遂げたという達成感がありましたし、同
時に、彼の存在の大きさを改めて実感する機会にもなりまし
た。それが彼自身にも伝わり、チームの絆が一段と深まった
ように思います。
また、家族とのプライベートな時間を大切にすることが、結
果的に仕事の生産性や意欲にも良い影響を与えるのだと、
私自身も実感しました。今回の経験を通じて、私を含めチー
ムのメンバー一人ひとりの意識にも、確かな変化があったと
感じています。
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ÁÂÃ仕事も育児も、事前の準備が大事だと感じました。段
取りを整えておくことで、自分たちの負担が減って楽になり
ますし、仕組みづくりの大切さは両方に共通していると思い
ます。
そして、男性も育休を積極的に取るべきだと私は考えます。
特に産後すぐは、母親の心身の負担が大きいので、そばで
支えるだけでも助けになります。育休は「休む」だけではな
く、「家族の生活の基盤を整える」大切な時間だと感じまし
た。娘たちが大きくなったら、「お父さんは育休を取って一緒
に過ごしたんだよ」と育休中に撮った写真を見せながら話
したいですね。
今回、育休を取らせていただいたことにとても感謝していま
す。これがもっと当たり前のこととして広がって、誰もが気
兼ねなく育休を取れるような環境が整っていけばいいなと
思います。私自身、育休を通じてとても良い時間を過ごすこ
とができましたし、そうした経験が多くの人にとって可能に
なる社会になってほしいですね。
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子育てにストレスを感じたり、急な病気で育児ができなくなってしまった時は
無理をせず支援サービスを利用しましょう。 

子育て中の親子やその家族が気軽に立ち寄り、自由に遊べる場
所です。利用者同士の交流、情報交換、スタッフへの相談もでき
ます。地域の子育て情報の提供も行っています。 

ä�åæçè�
●地域の子育てイベント情報 
●他の拠点の情報 
●子育てに役立つ自治体情報 など 
  ※各拠点により異なります。　

地域子育て支援拠点 ファミリー・サポート・センター 
地域において、「育児」の援助を受けたい人と、行いたい人が
会員となり、会員同士で支え合う組織です。 

é�ê�ëì�¤Êíîïð
ñ¢¡ò�	ó�

妊産婦や子育て世帯、子どもが困ったときに気軽に相談できる
機関です。専門のスタッフがアドバイスをくれたり、必要な支援に
つなげてくれます。

ä�åª«ô�¤Êè�
●どこに相談すればいいか分からない･･･ 
●発達のことが心配…
●子育てでイライラしてしまう･･･など 

こども家庭センター 病児保育 
体調不良のお子さん（乳幼児・児童）を自宅で保育することが
困難な場合に、医療機関や保育所などの専用スペースなどで一時
的に預かることができます。 

一時的に家庭で保育ができないときに、保育所などで日中にお子
さん（乳幼児）を預かることができます。 

õ�ö¦�å÷ó�
●冠婚葬祭など急な用事ができた時 
●家族の看病、通院などで保育ができない時 
●育児疲れなどでリフレッシュが必要な時 など

õ�ö¦�å÷ó�
●保護者が病気になった時 
●出産などで入院をする時 
●仕事などで夜間不在にする時 など

一時預かり ショートステイ・トワイライトステイ 
家庭で養育することが一時的に困難になった場合に、短期間または
夜間・休日にお子さん（児童）を預かることができます。 

※事業の実施主体は市町村となっています。実施の有無、利用料金、利用方法、対象児童など詳細についてはお住まいの市町村へお問い合わせください。 　

子どもは未来からの預かりもの 

家庭・地域・職場で 
子育てを応援！ です。 

ø�ùÚ�úûüý

¦�å÷¡ëì�¤Éþó�
●保育施設まで送迎してほしい 
<子どもを預かってほしい> 
●保育施設の開始前や終了後 
●保護者の病気や急用等の時 
●冠婚葬祭や他の子どもの学校行事の時 など 

ä�åéôò�Êè�
●風邪、発熱など体調不良の子 
●風邪などが回復しつつある子 
●保育中に体調不良となった子 など 
※いずれの場合も保護者の仕事などの都合で家庭で保育が困難な場合に限ります。
※預かることのできるお子さんは施設により異なります。

ÛtÐ�~}®ÀØw<3�µ|{[Ù
九州・山口各県では、結婚や子育てを応援する企業の募集・登録を行
うこととしており、本県においては、結婚・子育てを応援する雰囲気づ
くりを職場から社会全体に広げていくため「かごしま結婚·子育てサ
ポート宣言企業」の募集・登録を行っています。ご登録いただいた企業
には、名剌などにもご利用いただけるロゴマークや、結婚・子育てに関
する情報を提供します。

ÛtÐ�ÀØwÔÕ[Ù
県では、企業の子育て支援を促進するため、従業員の仕事と子育て
の両立支援に積極的に取り組む企業を「かごしま子育て応援企
業」として登録しています。各企業の取り組みについては、県の
ホームページで紹介しておりますのでご覧ください。

Ø½�À
鹿児島県では、毎月19日を「育児の日」として、妊婦や子どものいる
世帯を地域全体で応援する気運を盛り上げていくこととしています。
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¼½¾*ÀØw�Õ3�\Æ<�µ×��Ût��á
県では、妊娠・出産・子育て支援に関する情報をステージ別、目的別
に検索できる鹿児島県子育て支援ポータルサイト「ゆりかごっこ」を
開設しました。子育て中の方やこれから子育てを始める方が、必要な
情報にすぐにアクセスできる便利なサイトです。

ÛtÐ�ÀØw�Õ­�3�µ
事業に協賛する企業や店舗のご厚意により、パスポートを提示され
たご家族に割引や独自の優待サービスなどを提供していただくこと
で、子育て家庭を地域全体で応援する仕組みです。
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